
防災部からご連絡 

令和３年 2月 4日 

防災部長 北村弥生 

区役所からの案内について、以下のようにご報告・ご提案いたします。 

 

１）発電機１台（縦置き）とカセットボンベ 36本の供与（回覧案） 

→ ・資器材倉庫に収納（周知案）、古い発電機とオイル缶は区役所により廃棄済み 

  ・運転時間（カセットボンベ２本あたり、1.1 時間（最大出力時）、2.2 時間（エコ

運転時：携帯充電４台、LED投光器３台、電気毛布２器同時使用） 

  ・災害発生時に救援センターを開設した場合には、発電機を救援センターまで

持参する（防災部長または町会長からの指示・確認で移動） 

  ・使用の注意について、本体に貼り付けようと考えています 

  ・カセットボンベは40℃以下の乾燥した場所で保管、パッキン劣化まで７～８年 

  ・お祭りなどでも使用可（ボンベは使用者が補充する） 

２)南池袋小副校長および PTAと、防災に関する情報交換 

町会からは PTA共有アドレスへメールで情報提供することとなった。 

 

3) （チラシ回覧）防災ウーマンセミナー、防災コーディネーター研修 都 

（共に動画配信、性別問わず） 

 

４）東京都 自助・共助の取組向上に向けた調査 →回答 

 

  



自家発電機が新しくなりました        (回覧板案) 

南池袋二三四町会 防災部 

 

令和元年台風１５号では、千葉県で停電が長く続きました。東京都と

豊島区は、今後の台風などによる停電に備えて、カセットボンベ２本で

動く自家発電機（約20Kg、キャスター付）とカセットボンベ36本を町

内会（自主防災組織）に供与しました。資器材倉庫に保管されましたの

で、お知らせします。カセットボンベ２本で、エコ運転では2.2時間使用

できます（携帯充電４台、LED 投光器３台、電気毛布２器同時）。なお、

ふれあい広場の倉庫に保管してあった古い発電機は、動作不正でした

ので廃棄しました。 

 

災害が発生し、救援センター（南池袋小など）が開設された場合には、

新しい発電機を持参することになっていますが、平時の管理は町内会

が行い、町会のイベントなどでの使用も可能です。 

 

 発電機の使用に関するご意見・ご質問がございましたら、防災部まで

お知らせください。 

 


